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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】現場の技術者に対して最大作業半径、最大吊り 
荷重の情報を通知し、技術者のクレーンの吊り上げ作業 
の効率を上げるクレーン操作確認支援システムを提供す 
る。
【解決手段】会話形式によってクレーンの物体を移動さ 
せる機能の判定を行うための支援データを提供するクレ 
ーン操作確認支援システムであって、音声で入力したク 
レーンによる物体の移動に関する問合せの会話データを 
、音声認識によりテキストデータを生成するアシスタン 
トサーバと、該データから少なくとも吊り上げる荷重或 
いは作業半径を含む操作関連データを抽出するチャット 
サーバと、操作関連データに対応して、クレーンの最大 
作業半径及び最大吊り荷重の各々が示された操作支援デ 
ータを出力するクレーン操作支援サーバと、を備える。 
チャットサーバは、自然言語処理により操作支援データ 
から自然言語としての回答テキストデータを生成し、ア 
シスタントサーバを介してユーザに通知する。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全15頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ク レ ー ン に よ り 物 体 を 移 動 さ せ る 機 能 の 判 定 を 行 う た め の 支 援 デ ー タ を 会 話 形 式 で ユ ー ザ  
に 通 知 す る ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム で あ り 、
前 記 ユ ー ザ が 音 声 で 入 力 し た ク レ ー ン に よ る 物 体 の 移 動 に 関 す る 問 合 せ の 会 話 デ ー タ を 、  
音 声 認 識 に よ っ て テ キ ス ト デ ー タ を 生 成 す る ア シ ス タ ン ト 部 と 、
前 記 テ キ ス ト デ ー タ に 対 し て 自 然 言 語 処 理 を 行 い 、 少 な く と も 吊 り 上 げ る 荷 重 あ る い は 作  
業 半 径 を 含 む 操 作 関 連 デ ー タ を 抽 出 す る チ ャ ッ ト 部 と 、
前 記 操 作 関 連 デ ー タ に 対 応 し て 、 ク レ ー ン の 最 大 作 業 半 径 及 び 最 大 吊 り 荷 重 の 各 々 が 示 さ  
れ た 操 作 支 援 デ ー タ を 出 力 す る ク レ ー ン 操 作 支 援 部 と
を 備 え 、
前 記 チ ャ ッ ト 部 が 前 記 自 然 言 語 処 理 に よ り 、 前 記 操 作 支 援 デ ー タ か ら 自 然 言 語 と し て の 回  
答 テ キ ス ト デ ー タ を 生 成 し 、 前 記 ア シ ス タ ン ト 部 を 介 し て 前 記 ユ ー ザ に 通 知 す る
こ と を 特 徴 と す る ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
ク レ ー ン 操 作 支 援 部 が 、
前 記 操 作 関 連 デ ー タ が 前 記 吊 り 上 げ る 荷 重 で あ る 場 合 、 当 該 荷 重 に 対 応 し た 最 大 作 業 半 径  
を 求 め 、 一 方 、 作 業 半 径 で あ る 場 合 、 当 該 作 業 半 径 に 対 応 し た 最 大 吊 り 荷 重 を 求 め 、 操 作  
支 援 デ ー タ と し て 出 力 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ク レ ー ン 操 作 支 援 部 が 、
前 記 最 大 作 業 半 径 及 び 前 記 最 大 吊 り 荷 重 の 各 々 を 求 め る た め に 用 い た ク レ ー ン 仕 様 テ ー ブ  
ル の 画 像 を 前 記 操 作 支 援 デ ー タ に 含 め 、
前 記 チ ャ ッ ト 部 が 、
前 記 回 答 テ キ ス ト デ ー タ に 前 記 ク レ ー ン 仕 様 テ ー ブ ル の 画 像 を 付 加 し て 、 前 記 ユ ー ザ に 対  
し て 通 知 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 チ ャ ッ ト 部 が 、
前 記 ク レ ー ン の メ ー カ ー 及 び 種 別 の 各 々 を 確 認 す る テ キ ス ト デ ー タ を 生 成 し 、 前 記 ユ ー ザ  
に 対 し て 通 知 し 、
前 記 ク レ ー ン 操 作 支 援 部 が 、 前 記 ユ ー ザ の 回 答 す る 前 記 メ ー カ ー 及 び 前 記 種 別 の 各 々 に 対  
応 す る 前 記 ク レ ー ン 仕 様 テ ー ブ ル を 用 い て 、 前 記 操 作 支 援 デ ー タ を 生 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
ク レ ー ン に よ り 物 体 を 移 動 さ せ る 機 能 の 判 定 を 行 う た め の 支 援 デ ー タ を 会 話 形 式 で ユ ー ザ  
に 通 知 す る ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 方 法 で あ り 、
ア シ ス タ ン ト 部 が 、 前 記 ユ ー ザ が 音 声 で 入 力 し た ク レ ー ン に よ る 物 体 の 移 動 に 関 す る 問 合  
せ の 会 話 デ ー タ を 、 音 声 認 識 に よ っ て テ キ ス ト デ ー タ を 生 成 す る ア シ ス タ ン ト 過 程 と 、
チ ャ ッ ト 部 が 、 前 記 テ キ ス ト デ ー タ に 対 し て 自 然 言 語 処 理 を 行 い 、 少 な く と も 吊 り 上 げ る  
荷 重 あ る い は 作 業 半 径 を 含 む 操 作 関 連 デ ー タ を 抽 出 す る 第 １ チ ャ ッ ト 過 程 と 、
ク レ ー ン 操 作 支 援 部 が 、 前 記 操 作 関 連 デ ー タ に 対 応 し て 、 ク レ ー ン の 最 大 作 業 半 径 及 び 最  
大 吊 り 荷 重 の 各 々 が 示 さ れ た 操 作 支 援 デ ー タ を 出 力 す る ク レ ー ン 使 用 支 援 過 程 と 、
前 記 チ ャ ッ ト 部 が 、 前 記 自 然 言 語 処 理 に よ り 、 前 記 操 作 支 援 デ ー タ か ら 自 然 言 語 と し て の  
回 答 テ キ ス ト デ ー タ を 生 成 し 、 前 記 ア シ ス タ ン ト 部 を 介 し て 前 記 ユ ー ザ に 通 知 す る 第 ２ チ  
ャ ッ ト 過 程 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム 及 び ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
一 般 的 に 、 ラ フ タ ー ク レ ー ン （ ま た は 、 ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン ） な ど の ブ ー ム 式 ク レ ー ン  
に お い て は 、 過 負 荷 に よ る ク レ ー ン の 損 傷 や 転 倒 を 防 止 し 、 吊 り 上 げ の 作 業 の 安 全 性 を 確  
保 す る た め 、 過 負 荷 防 止 機 能 が 備 え ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
上 記 過 負 荷 防 止 機 能 は 、 ブ ー ム に よ り 吊 り 上 げ る 荷 重 が 、 ブ ー ム の 長 さ に 対 応 し た 作 業 半  
径 に よ り 変 化 す る 。
こ の た め 、 作 業 半 径 毎 に ブ ー ム へ の 負 荷 が 許 容 さ れ る 荷 重 を 限 界 荷 重 と し て 定 め 、 実 荷 重  
が こ の 限 界 荷 重 に 達 し た と き に は 、 過 負 荷 状 態 と し て 稼 働 を 停 止 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ３ － １ ４ ４ ５ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら 、 ク レ ー ン の ブ ー ム に 資 材 を 取 り 付 け た 後 、 過 負 荷 防 止 機 能 に よ っ て 過 負 荷  
で あ る こ と を 示 す ア ラ ー ム が 出 た 際 、 資 材 を 取 り 外 し て 荷 重 を 減 ら す な ど の 作 業 を 行 な う  
必 要 が あ る 。
こ の た め 、 資 材 を ブ ー ム に 取 り 付 け た り 、 取 り 外 し た り す る 作 業 を 行 な う こ と で 、 余 計 な  
工 程 に よ る 効 率 の 低 下 が 発 生 し 、 工 事 の 進 捗 を 遅 延 さ せ る 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 熟 練 し た 技 術 者 で あ れ ば 多 く の 現 場 に お い て 色 々 な ク レ ー ン を 用 い て 、 資 材 を 吊 り  
上 げ て 移 動 さ せ る 工 程 を 経 験 し て い る た め 、 ど の 程 度 の 荷 重 で あ れ ば 何 ｍ の 作 業 半 径 で 移  
動 さ せ る こ と が 可 能 か 否 か を 、 ク レ ー ン の 性 能 表 を 用 い て 即 座 に 判 断 で き る 。
一 方 、 ク レ ー ン に よ る 資 材 の 移 動 作 業 に お け る 監 督 経 験 の 少 な い 技 術 者 に は 、 荷 重 に 対 す  
る 作 業 半 径 、 逆 に 作 業 半 径 に 対 す る 吊 り 上 げ 可 能 荷 重 に 関 し て の 的 確 な 判 断 を 行 う こ と が  
容 易 で は な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 上 記 の 事 情 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ り 、 現 場 の 技 術 者 が ク レ ー ン に よ る 資  
材 の 移 動 作 業 に お い て 、 資 材 の 荷 重 に 対 す る 作 業 半 径 、 逆 に 作 業 半 径 に 対 す る 吊 り 上 げ 可  
能 荷 重 の 情 報 を 通 知 し 、 技 術 者 の ク レ ー ン の 吊 り 上 げ 作 業 の 効 率 を 上 げ る こ と が で き る ク  
レ ー ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム 及 び ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る  
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム は 、 ク レ ー ン に よ り 物  
体 を 移 動 さ せ る 機 能 の 判 定 を 行 う た め の 支 援 デ ー タ を 会 話 形 式 で ユ ー ザ に 通 知 す る ク レ ー  
ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム で あ り 、 前 記 ユ ー ザ が 音 声 で 入 力 し た ク レ ー ン に よ る 物 体 の 移 動  
に 関 す る 問 合 せ の 会 話 デ ー タ を 、 音 声 認 識 に よ っ て テ キ ス ト デ ー タ を 生 成 す る ア シ ス タ ン  
ト 部 と 、 前 記 テ キ ス ト デ ー タ に 対 し て 自 然 言 語 処 理 を 行 い 、 少 な く と も 吊 り 上 げ る 荷 重 あ  
る い は 作 業 半 径 を 含 む 操 作 関 連 デ ー タ を 抽 出 す る チ ャ ッ ト 部 と 、 前 記 操 作 関 連 デ ー タ に 対  
応 し て 、 ク レ ー ン の 最 大 作 業 半 径 及 び 最 大 吊 り 荷 重 の 各 々 が 示 さ れ た 操 作 支 援 デ ー タ を 出  
力 す る ク レ ー ン 操 作 支 援 部 と を 備 え 、 前 記 チ ャ ッ ト 部 が 前 記 自 然 言 語 処 理 に よ り 、 前 記 操  
作 支 援 デ ー タ か ら 自 然 言 語 と し て の 回 答 テ キ ス ト デ ー タ を 生 成 し 、 前 記 ア シ ス タ ン ト 部 を  
介 し て 前 記 ユ ー ザ に 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 方 法 は 、 ク レ ー ン に よ り 物 体 を 移 動 さ せ る 機 能 の 判 定 を 行  
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う た め の 支 援 デ ー タ を 会 話 形 式 で ユ ー ザ に 通 知 す る ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 方 法 で あ り 、 ア  
シ ス タ ン ト 部 が 、 前 記 ユ ー ザ が 音 声 で 入 力 し た ク レ ー ン に よ る 物 体 の 移 動 に 関 す る 問 合 せ  
の 会 話 デ ー タ を 、 音 声 認 識 に よ っ て テ キ ス ト デ ー タ を 生 成 す る ア シ ス タ ン ト 過 程 と 、 チ ャ  
ッ ト 部 が 、 前 記 テ キ ス ト デ ー タ に 対 し て 自 然 言 語 処 理 を 行 い 、 少 な く と も 吊 り 上 げ る 荷 重  
あ る い は 作 業 半 径 を 含 む 操 作 関 連 デ ー タ を 抽 出 す る 第 １ チ ャ ッ ト 過 程 と 、 ク レ ー ン 操 作 支  
援 部 が 、 前 記 操 作 関 連 デ ー タ に 対 応 し て 、 ク レ ー ン の 最 大 作 業 半 径 及 び 最 大 吊 り 荷 重 の 各  
々 が 示 さ れ た 操 作 支 援 デ ー タ を 出 力 す る ク レ ー ン 使 用 支 援 過 程 と 、 前 記 チ ャ ッ ト 部 が 、 前  
記 自 然 言 語 処 理 に よ り 、 前 記 操 作 支 援 デ ー タ か ら 自 然 言 語 と し て の 回 答 テ キ ス ト デ ー タ を  
生 成 し 、 前 記 ア シ ス タ ン ト 部 を 介 し て 前 記 ユ ー ザ に 通 知 す る 第 ２ チ ャ ッ ト 過 程 と を 含 む こ  
と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 現 場 の 技 術 者 が ク レ ー ン に よ る 資 材 の 移 動 作 業 に お い て 、 資 材 の 荷 重 に  
対 す る 作 業 半 径 、 逆 に 作 業 半 径 に 対 す る 吊 り 上 げ 可 能 荷 重 の 情 報 を 通 知 し 、 技 術 者 の ク レ  
ー ン の 吊 り 上 げ 作 業 の 効 率 を 上 げ る こ と が で き る ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム 及 び ク レ  
ー ン 操 作 確 認 支 援 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 す 概 略 構  
成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ の 表 示 画 面 ２ Ｓ に 表 示 さ れ る 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ を 介 し た  
チ ャ ッ ト サ ー バ ４ に よ る ユ ー ザ と の ク レ ー ン の 操 作 に 関 連 す る 対 話 処 理 の 概 念 を 説 明 す る  
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 記 憶 部 ５ １ に 書 き 込 ま れ て 記 憶 さ れ て い る ク レ ー ン 仕 様 テ ー ブ ル の 一 例 を 示 す 図  
で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 に よ る コ ン ク リ ー ト 打 設 支 援 シ ス テ ム の 打 設 の 可 否 を ユ ー ザ に 示 す 支  
援 処 理 の 動 作 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム が ユ ー ザ デ バ イ ス ２ の 表 示 画 面 ２ Ｓ に 最 大 作 業 半  
径 を 表 示 す る 一 例 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 す 概 略  
構 成 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 す 概 略 構  
成 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ク レ ー ン の 操 作 に お け る 所 定 の メ ー カ ー の 所 定 の 品  
種 （ 対 応 ト ン 数 別 の 種 類 ） に よ る 、 指 定 さ れ た 荷 重 に 対 す る ク レ ー ン の 最 大 作 業 半 径 、 及  
び 指 定 さ れ た 作 業 半 径 に 対 す る 最 大 吊 り 荷 重 を 示 す 構 成 を 一 例 と し て 説 明 す る が 、 ク レ ー  
ン の 操 作 に 関 す る 他 の 複 数 の 質 問 に 対 し て も 対 応 可 能 で あ る 。
図 １ に お い て 、 ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム は 、 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ 、 ア シ ス タ ン ト サ ー  
バ ３ 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ 及 び ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ の 各 々 を 備 え て い る 。 ユ ー ザ デ バ  
イ ス ２ 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ 及 び ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ の 各 々  
は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 含 む 情 報 通 信 網 ６ を 介 し て デ ー タ の 送 受 信 を 行 な う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 例 え ば タ ブ レ ッ ト 端 末 や ス マ ー ト フ ォ ン な ど の 携 帯 端 末 で あ り 、 作  
業 現 場 の 現 場 監 督 （ 作 業 を 指 示 す る 技 術 者 ） が 使 用 す る デ バ イ ス で あ る 。 ま た 、 ユ ー ザ デ  
バ イ ス ２ は 、 ノ ー ト パ ソ コ ン （ パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ） な ど を 用 い て も よ い 。 ユ ー ザ デ  
バ イ ス ２ は 、 チ ャ ッ ト ボ ッ ト と 会 話 す る た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン の プ ロ グ ラ ム が イ ン ス ト  
ー ル さ れ て お り 、 こ の プ ロ グ ラ ム を 起 動 す る こ と に よ り 、 ク レ ー ン の 操 作 に 関 す る 質 問 情  
報 の 入 力 、 及 び 当 該 質 問 情 報 の 示 す 質 問 に 対 す る 回 答 で あ る 操 作 支 援 デ ー タ を 、 現 場 の 作  
業 の 管 理 を 行 う 現 場 監 督 あ る い は ク レ ー ン の 操 作 を 支 持 す る 技 術 者 （ 以 下 、 ユ ー ザ と 示 す  
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） に 対 し て 、 音 声 あ る い は 表 示 画 面 に 対 す る 表 示 に よ り 通 知 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 音 声 認 識 エ ン ジ ン を 備 え て お り 、 ユ ー ザ が 入 力 す る 音 声 情 報 の  
音 声 認 識 の 処 理 を 行 っ て テ キ ス ト デ ー タ を 作 成 し 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ に 対 し て 送 信 す る 。  
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 音 声 合 成 エ ン ジ ン を 備 え て お り 、 質 問 情 報 に 対 応 し て 判 定 さ れ  
た 打 設 の 作 業 の 可 否 を 示 す 打 設 判 定 情 報 の テ キ ス ト デ ー タ を 、 音 声 信 号 に 変 換 し て ユ ー ザ  
デ バ イ ス ２ に 通 知 す る 。 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 音 声 信 号 に 換 え て 、 あ る い は 音 声 信 号  
に 加 え て 、 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ の 表 示 画 面 に 表 示 す る 打 設 判 定 情 報 を 、 こ の ユ ー ザ デ バ イ ス  
２ に 対 し て 送 信 す る 。 ま た 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 対 話 型 Ａ Ｉ （ a r t i f i c i a l  i n t e l l i  
g e n c e ） エ ン ジ ン を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 例 え ば ク ラ ウ ド ベ ー ス の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム で 動 作 す る ソ フ ト ウ ェ ア  
ロ ボ ッ ト で あ る 自 然 言 語 処 理 エ ン ジ ン の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム を 搭 載 し て い る 。 チ  
ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ か ら 供 給 さ れ る 質 問 情 報 の テ キ ス ト デ ー タ （ 以  
下 、 質 問 テ キ ス ト デ ー タ ） に 対 し て 後 述 す る 自 然 言 語 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ し て 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 ク レ ー ン の 操 作 に 関 連 す る 質 問 及 び 回 答 に 対 応 し た 対 話 を  
ユ ー ザ と の 間 で 行 な う た め 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 ク レ ー ン の 操 作 に 関 す る ワ ー ド の 抽 出  
及 び 質 問 の 意 味 の 解 析 な ど （ 形 態 素 解 析 、 構 文 解 析 、 意 味 解 析 及 び 文 脈 解 析 な ど を 含 む 一  
般 的 な 自 然 言 語 処 理 ） を 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 に 関 す る 機 械 可 読 目 録 や コ ー パ ス な ど を 用 い  
て 行 な う 。 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 質 問 テ キ ス ト デ ー タ か ら 少 な く と も ク レ ー ン に 吊 り 上 げ  
さ せ る 荷 重 （ す な わ ち 、 吊 り 上 げ よ う と す る 資 材 な ど の 重 量 ） 、 や 荷 重 （ 資 材 ） を 移 動 さ  
せ る 距 離 を 示 す 作 業 半 径 な ど の 操 作 関 連 デ ー タ を 抽 出 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は ク レ ー ン の 操 作 に 関 連 す る 操 作 関 連 デ ー タ が 全 て 揃 っ た か 否 か  
を 判 定 す る 。 そ し て 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 操 作 関 連 デ ー タ が 不 足 し て い る 場 合 、 こ の 不  
足 し て い る 操 作 関 連 デ ー タ を ユ ー ザ に 質 問 す る た め の 質 問 テ キ ス ト デ ー タ を 、 上 記 コ ー パ  
ス を 利 用 し て 生 成 し 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ に 送 信 す る 。 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 ク レ ー ン  
の 操 作 に 関 連 す る 操 作 関 連 デ ー タ が 揃 っ た 場 合 、 こ の 操 作 関 連 デ ー タ の 組 合 せ を 、 ク レ ー  
ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ に 対 し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ２ は 、 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ の 表 示 画 面 ２ Ｓ に 表 示 さ れ る 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ を 介 し た  
チ ャ ッ ト サ ー バ ４ に よ る ユ ー ザ と の ク レ ー ン の 操 作 に 関 連 す る 対 話 処 理 の 概 念 を 説 明 す る  
図 で あ る 。
図 ２ （ ａ ） に お い て は 、 ユ ー ザ が ク レ ー ン に よ り 資 材 を 移 動 さ せ る 操 作 に つ い て の 質 問 と  
し て 、 「 ２ ５ ｔ ラ フ タ ー ク レ ー ン の 最 大 作 業 半 径 は ？ 」 を 、 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 対 し て 発  
声 す る 。 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 ユ ー ザ の 音 声 を 入 力 し 音 声 デ ー タ （ 音 声 波 形 ） を 、 ア シ ス  
タ ン ト サ ー バ ３ に 対 し て 送 信 す る 。
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 音 声 認 識 エ ン ジ ン に よ り 、 ユ ー ザ の 音 声 の 音 声 認 識 を 行 な い 、  
質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 ２ ５ ｔ ラ フ タ ー ク レ ー ン の 最 大 作 業 半 径 は ？ 」 を 生 成 し 、 生 成 し た  
質 問 テ キ ス ト デ ー タ を 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ 及 び ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 対 し て 送 信 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 供 給 さ れ た 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 ２ ５ ｔ ラ フ タ ー ク レ ー ン の 最 大 作  
業 半 径 は ？ 」 を 、 自 身 の 表 示 画 面 ２ Ｓ に お い て 、 文 字 列 画 像 ２ ０ １ と し て 表 示 す る 。
ま た 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 ２ ５ ｔ ラ フ タ ー ク レ ー ン の 最 大 作 業 半  
径 は ？ 」 を 自 然 言 語 処 理 を 行 い 、 ク レ ー ン の 操 作 に お け る 最 大 作 業 半 径 に 対 す る 質 問 で あ  
る こ と を 認 識 す る 。
こ れ に よ り 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 操 作 関 連 デ ー タ と し て 、 吊 り 上 げ る 荷 重 と 、 ク レ ー ン  
の メ ー カ ー と を 取 得 す る こ と を 認 識 し 、 吊 り 上 げ る 荷 重 を 取 得 す る た め 、 自 然 言 語 処 理 に  
よ り 、 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 吊 り 荷 重 は 何 ト ン で す か ？ 」 を 生 成 し 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ  
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３ に 対 し て 送 信 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 吊 り 荷 重 は 何 ト ン で す か ？ 」 を 、 音 声 合  
成 に よ り 音 声 デ ー タ に 変 換 し 、 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 吊 り 荷 重 は 何 ト ン で す か ？ 」 と 、 そ  
の 音 声 デ ー タ と を ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 対 し て 送 信 す る 。
ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 供 給 さ れ た 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 吊 り 荷 重 は 何 ト ン で す か ？ 」 を 、  
自 身 の 表 示 画 面 ２ Ｓ に お い て 、 文 字 列 画 像 ２ ０ ２ と し て 表 示 し 、 音 声 デ ー タ を ス ピ ー カ （  
不 図 示 ） か ら 音 声 と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ユ ー ザ は 、 表 示 画 面 ２ Ｓ に 表 示 さ れ た 「 吊 り 荷 重 は 何 ト ン で す か ？ 」 に 対 す る 回 答 と し て  
、 音 声 に よ り 「 △ ト ン で す （ 例 え ば 、 ３ ト ン （ さ ん と ん ） ） 。 」 を 発 声 す る 。 ユ ー ザ デ バ  
イ ス ２ は 、 ユ ー ザ の 音 声 を 入 力 し 音 声 デ ー タ （ 音 声 波 形 ） を 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ に 対  
し て 送 信 す る 。
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 音 声 認 識 エ ン ジ ン に よ り 、 ユ ー ザ の 音 声 の 音 声 認 識 を 行 な い 、  
質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 △ ト ン で す 。 」 を 生 成 し 、 生 成 し た テ キ ス ト デ ー タ を 、 チ ャ ッ ト サ  
ー バ ４ 及 び ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 対 し て 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 供 給 さ れ た テ キ ス ト デ ー タ 「 △ ト ン で す 。 」 を 、 自 身 の 表 示 画 面 ２  
Ｓ に お い て 、 文 字 列 画 像 ２ ０ １ と し て 表 示 す る 。
ま た 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 テ キ ス ト デ ー タ 「 △ ト ン で す 。 」 を 自 然 言 語 処 理 を 行 い 、 操  
作 関 連 デ ー タ に お け る 吊 り 荷 重 が △ ト ン で あ る こ と を 認 識 す る 。
そ し て 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 操 作 関 連 デ ー タ と し て 、 ク レ ー ン の メ ー カ ー と を 取 得 す る  
た め 、 自 然 言 語 処 理 に よ り 、 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 ク レ ー ン の メ ー カ ー は ど こ で す か ？ 」  
を 生 成 し 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ に 対 し て 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 ク レ ー ン の メ ー カ ー は ど こ で す か ？ 」 を  
、 音 声 合 成 に よ り 音 声 デ ー タ に 変 換 し 、 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 ク レ ー ン の メ ー カ ー は ど こ  
で す か ？ 」 と 、 そ の 音 声 デ ー タ と を ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 対 し て 送 信 す る 。
ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 供 給 さ れ た 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 ク レ ー ン の メ ー カ ー は ど こ で す か  
？ 」 を 、 自 身 の 表 示 画 面 ２ Ｓ に お い て 、 文 字 列 画 像 ２ ０ ４ と し て 表 示 し 、 音 声 デ ー タ を ス  
ピ ー カ （ 不 図 示 ） か ら 音 声 と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ユ ー ザ は 、 表 示 画 面 ２ Ｓ に 表 示 さ れ た 「 ク レ ー ン の メ ー カ ー は ど こ で す か ？ 」 に 対 す る 回  
答 と し て 、 音 声 に よ り 「 〇 〇 〇 で す （ 例 え ば 、 Ａ Ａ 株 式 会 社 （ え ー え ー か ぶ し き が い し ゃ  
） で す ） 。 」 を 発 声 す る 。 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 ユ ー ザ の 音 声 を 入 力 し 音 声 デ ー タ （ 音 声  
波 形 ） を 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ に 対 し て 送 信 す る 。
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 音 声 認 識 エ ン ジ ン に よ り 、 ユ ー ザ の 音 声 の 音 声 認 識 を 行 な い 、  
質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 〇 〇 〇 で す 。 」 を 生 成 し 、 生 成 し た テ キ ス ト デ ー タ を 、 チ ャ ッ ト サ  
ー バ ４ 及 び ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 対 し て 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 供 給 さ れ た テ キ ス ト デ ー タ 「 〇 〇 〇 で す 。 」 を 、 自 身 の 表 示 画 面 ２  
Ｓ に お い て 、 文 字 列 画 像 ２ ０ ５ と し て 表 示 す る 。
ま た 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 テ キ ス ト デ ー タ 「 〇 〇 〇 で す 。 」 を 自 然 言 語 処 理 を 行 い 、 操  
作 関 連 デ ー タ に お け る ク レ ー ン の メ ー カ ー が 〇 〇 〇 で あ る こ と を 認 識 す る 。
そ し て 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 操 作 関 連 デ ー タ と し て 、 質 問 ワ ー ド で あ る 「 最 大 作 業 半 径  
」 と 、 こ の 「 最 大 作 業 半 径 」 に 対 応 す る 操 作 関 連 デ ー タ で あ る 関 連 ワ ー ド 、 「 ２ ５ ｔ ラ フ  
タ ー ク レ ー ン 」 と 、 「 △ ト ン 」 と 、 「 〇 〇 〇 」 と の 各 々 を 、 ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ に  
対 し て 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ は 、 入 力 さ れ る 質 問 ワ ー ド 「 最 大 作 業 半 径 」 と 、 操 作 関 連 デ ー  
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タ で あ る ク レ ー ン の 種 別 「 ２ ５ ｔ ラ フ タ ー ク レ ー ン 」 、 荷 重 「 △ ト ン 」 、 メ ー カ ー 「 〇 〇  
〇 」 と に 基 づ き 、 記 憶 部 ５ １ に お け る ク レ ー ン 仕 様 テ ー ブ ル か ら 、 荷 重 「 △ ト ン 」 の 場 合  
に お け る 最 大 作 業 半 径 を 抽 出 す る 。
こ の ク レ ー ン 仕 様 テ ー ブ ル は 、 メ ー カ ー 単 位 に お い て そ れ ぞ れ の ク レ ー ン の 種 別 毎 に 、 記  
憶 部 ５ １ に 予 め 書 き 込 ま れ て 記 憶 さ れ て い る 。 ま た 、 記 憶 部 ５ １ に 記 憶 さ れ た ク レ ー ン 仕  
様 テ ー ブ ル に 、 対 応 す る メ ー カ ー や ク レ ー ン の 種 別 が な い 場 合 、 ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ  
５ が ウ ェ ブ の 検 索 サ イ ト に よ り 検 索 し 、 メ ー カ ー 及 び ク レ ー ン の 種 別 に 対 応 す る ク レ ー ン  
仕 様 テ ー ブ ル を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
そ し て 、 ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ は 、 メ ー カ ー 及 び ク レ ー ン の 種 別 に 対 応 す る ク レ ー ン  
仕 様 テ ー ブ ル か ら 、 荷 重 「 △ ト ン 」 に 対 応 す る 最 大 作 業 半 径 を 取 得 し 、 取 得 し た 最 大 作 業  
半 径 を 、 荷 重 「 △ ト ン 」 の ワ ー ド と と も に 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ に 対 し て 送 信 す る 。
チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 供 給 さ れ る 最 大 作 業 半 径 及 び 荷 重 「 △ ト ン 」 の ワ ー ド の 各 々 か ら 、  
自 然 言 語 処 理 に よ り 、 回 答 の テ キ ス ト デ ー タ 「 最 大 作 業 半 径 は 、 ◇ ◇ ◇ ｍ （ 例 え ば 、 ２ １  
ｍ ） で す 。 」 を 生 成 し 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ に 対 し て 送 信 す る 。
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 テ キ ス ト デ ー タ 「 最 大 作 業 半 径 は 、 ◇ ◇ ◇ ｍ で す 。 」 を 、 音 声  
合 成 に よ り 音 声 デ ー タ に 変 換 し 、 テ キ ス ト デ ー タ 「 最 大 作 業 半 径 は 、 ◇ ◇ ◇ ｍ で す 。 」 と  
、 そ の 音 声 デ ー タ と を ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 対 し て 送 信 す る 。
ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 供 給 さ れ た テ キ ス ト デ ー タ 「 最 大 作 業 半 径 は 、 ◇ ◇ ◇ ｍ 」 を 、 自 身  
の 表 示 画 面 ２ Ｓ に お い て 、 文 字 列 画 像 ２ ０ ６ と し て 表 示 し 、 音 声 デ ー タ （ 例 え ば 、 さ い だ  
い さ ぎ ょ う は ん け い は 、 に じ ゅ う い ち め ー と る で す 。 ） を ス ピ ー カ か ら 音 声 と し て 出 力 す  
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ２ （ ｂ ） に お い て は 、 ユ ー ザ が ク レ ー ン に よ り 資 材 を 移 動 さ せ る 操 作 に つ い て の 質 問 と  
し て 、 「 ２ ５ ｔ ラ フ タ ー ク レ ー ン の 最 大 吊 り 荷 重 は ？ 」 を 、 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 対 し て 発  
声 す る 。 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 ユ ー ザ の 音 声 を 入 力 し 音 声 デ ー タ （ 音 声 波 形 ） を 、 ア シ ス  
タ ン ト サ ー バ ３ に 対 し て 送 信 す る 。
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 音 声 認 識 エ ン ジ ン に よ り 、 ユ ー ザ の 音 声 の 音 声 認 識 を 行 な い 、  
質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 ２ ５ ｔ ラ フ タ ー ク レ ー ン の 最 大 吊 り 荷 重 は ？ 」 を 生 成 し 、 生 成 し た  
質 問 テ キ ス ト デ ー タ を 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ 及 び ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 対 し て 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 供 給 さ れ た 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 ２ ５ ｔ ラ フ タ ー ク レ ー ン の 最 大 吊  
り 荷 重 は ？ 」 を 、 自 身 の 表 示 画 面 ２ Ｓ に お い て 、 文 字 列 画 像 ２ ０ １ と し て 表 示 す る 。
ま た 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 ２ ５ ｔ ラ フ タ ー ク レ ー ン の 最 大 吊 り 荷  
重 は ？ 」 を 自 然 言 語 処 理 を 行 い 、 ク レ ー ン の 操 作 に お け る 最 大 吊 り 荷 重 に 対 す る 質 問 で あ  
る こ と を 認 識 す る 。
こ れ に よ り 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 操 作 関 連 デ ー タ と し て 、 ク レ ー ン の 作 業 半 径 と 、 ク レ  
ー ン の メ ー カ ー と を 取 得 す る こ と を 認 識 し 、 作 業 半 径 を 取 得 す る た め 、 自 然 言 語 処 理 に よ  
り 、 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 作 業 半 径 は 何 ｍ で す か ？ 」 を 生 成 し 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ に  
対 し て 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 作 業 半 径 は 何 ｍ で す か ？ 」 を 、 音 声 合 成  
に よ り 音 声 デ ー タ に 変 換 し 、 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 作 業 半 径 は 何 ｍ で す か ？ 」 と 、 そ の 音  
声 デ ー タ と を ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 対 し て 送 信 す る 。
ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 供 給 さ れ た 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 作 業 半 径 は 何 ｍ で す か ？ 」 を 、 自  
身 の 表 示 画 面 ２ Ｓ に お い て 、 文 字 列 画 像 ２ ０ ８ と し て 表 示 し 、 音 声 デ ー タ を ス ピ ー カ か ら  
音 声 と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ユ ー ザ は 、 表 示 画 面 ２ Ｓ に 表 示 さ れ た 「 作 業 半 径 は 何 ｍ で す か ？ 」 に 対 す る 回 答 と し て 、  
音 声 に よ り 「 □ （ 例 え ば 、 ５ ） ｍ （ ご め ー と る ） で す 。 」 を 発 声 す る 。 ユ ー ザ デ バ イ ス ２  
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は 、 ユ ー ザ の 音 声 を 入 力 し 音 声 デ ー タ （ 音 声 波 形 ） を 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ に 対 し て 送  
信 す る 。
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 音 声 認 識 エ ン ジ ン に よ り 、 ユ ー ザ の 音 声 の 音 声 認 識 を 行 な い 、  
質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 □ ｍ で す 。 」 を 生 成 し 、 生 成 し た テ キ ス ト デ ー タ を 、 チ ャ ッ ト サ ー  
バ ４ 及 び ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 対 し て 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 供 給 さ れ た テ キ ス ト デ ー タ 「 □ ｍ で す 。 」 を 、 自 身 の 表 示 画 面 ２ Ｓ  
に お い て 、 文 字 列 画 像 ２ ０ ９ と し て 表 示 す る 。
ま た 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 テ キ ス ト デ ー タ 「 □ ｍ で す 。 」 を 自 然 言 語 処 理 を 行 い 、 操 作  
関 連 デ ー タ に お け る 作 業 半 径 が □ ｍ で あ る こ と を 認 識 す る 。
そ し て 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 操 作 関 連 デ ー タ と し て 、 ク レ ー ン の メ ー カ ー と を 取 得 す る  
た め 、 自 然 言 語 処 理 に よ り 、 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 ク レ ー ン の メ ー カ ー は ど こ で す か ？ 」  
を 生 成 し 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ に 対 し て 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 ク レ ー ン の メ ー カ ー は ど こ で す か ？ 」 を  
、 音 声 合 成 に よ り 音 声 デ ー タ に 変 換 し 、 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 ク レ ー ン の メ ー カ ー は ど こ  
で す か ？ 」 と 、 そ の 音 声 デ ー タ と を ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 対 し て 送 信 す る 。
ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 供 給 さ れ た 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 ク レ ー ン の メ ー カ ー は ど こ で す か  
？ 」 を 、 自 身 の 表 示 画 面 ２ Ｓ に お い て 、 文 字 列 画 像 ２ １ ０ と し て 表 示 し 、 音 声 デ ー タ を ス  
ピ ー カ か ら 音 声 と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ユ ー ザ は 、 表 示 画 面 ２ Ｓ に 表 示 さ れ た 「 ク レ ー ン の メ ー カ ー は ど こ で す か ？ 」 に 対 す る 回  
答 と し て 、 音 声 に よ り 「 ▽ ▽ ▽ で す 。 」 を 発 声 す る 。 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 ユ ー ザ の 音 声  
を 入 力 し 音 声 デ ー タ （ 音 声 波 形 ） を 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ に 対 し て 送 信 す る 。
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 音 声 認 識 エ ン ジ ン に よ り 、 ユ ー ザ の 音 声 の 音 声 認 識 を 行 な い 、  
質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 ▽ ▽ ▽ で す 。 」 を 生 成 し 、 生 成 し た テ キ ス ト デ ー タ を 、 チ ャ ッ ト サ  
ー バ ４ 及 び ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 対 し て 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 供 給 さ れ た テ キ ス ト デ ー タ 「 ▽ ▽ ▽ で す 。 」 を 、 自 身 の 表 示 画 面 ２  
Ｓ に お い て 、 文 字 列 画 像 ２ １ １ と し て 表 示 す る 。
ま た 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 テ キ ス ト デ ー タ 「 ▽ ▽ ▽ で す 。 」 を 自 然 言 語 処 理 を 行 い 、 操  
作 関 連 デ ー タ に お け る ク レ ー ン の メ ー カ ー が ▽ ▽ ▽ で あ る こ と を 認 識 す る 。
そ し て 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 操 作 関 連 デ ー タ と し て 、 質 問 ワ ー ド で あ る 「 最 大 吊 り 荷 重  
」 と 、 こ の 「 最 大 吊 り 荷 重 」 に 対 応 す る 操 作 関 連 デ ー タ で あ る 関 連 ワ ー ド 、 「 ２ ５ ｔ ラ フ  
タ ー ク レ ー ン 」 と 、 「 □ ｍ （ 例 え ば 、 ５ メ ー ト ル ） 」 と 、 「 ▽ ▽ ▽ （ 例 え ば 、 Ｂ Ｂ Ｂ 株 式  
会 社 ） 」 と の 各 々 を 、 ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ に 対 し て 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ は 、 入 力 さ れ る 質 問 ワ ー ド 「 最 大 吊 り 荷 重 」 と 、 操 作 関 連 デ ー  
タ で あ る ク レ ー ン の 種 別 「 ２ ５ ｔ ラ フ タ ー ク レ ー ン 」 、 作 業 半 径 「 □ ｍ 」 、 メ ー カ ー 「 ▽  
▽ ▽ 」 と に 基 づ き 、 記 憶 部 ５ １ に お け る ク レ ー ン 仕 様 テ ー ブ ル か ら 、 作 業 半 径 「 □ ｍ 」 の  
場 合 に お け る 最 大 吊 り 荷 重 を 抽 出 す る 。
そ し て 、 ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ は 、 メ ー カ ー 及 び ク レ ー ン の 種 別 に 対 応 す る ク レ ー ン  
仕 様 テ ー ブ ル か ら 、 作 業 半 径 「 □ ｍ 」 に 対 応 す る 最 大 吊 り 荷 重 「 Ｘ Ｘ Ｘ （ １ ８ ） ｔ 」 を 取  
得 し 、 取 得 し た 最 大 吊 り 荷 重 を 、 作 業 半 径 「 □ ｍ 」 の ワ ー ド と と も に 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４  
に 対 し て 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 供 給 さ れ る 最 大 吊 り 荷 重 及 び 作 業 半 径 「 □ ｍ 」 の ワ ー ド の 各 々 か ら  
、 自 然 言 語 処 理 に よ り 、 回 答 テ キ ス ト デ ー タ 「 最 大 吊 り 荷 重 は Ｘ Ｘ Ｘ ト ン （ 例 え ば 、 １ ８  
ト ン ） で す 。 」 を 生 成 し 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ に 対 し て 送 信 す る 。
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 回 答 テ キ ス ト デ ー タ 「 最 大 吊 り 荷 重 は Ｘ Ｘ Ｘ ト ン で す 。 」 を 、  
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音 声 合 成 に よ り 音 声 デ ー タ に 変 換 し 、 テ キ ス ト デ ー タ 「 最 大 吊 り 荷 重 は Ｘ Ｘ Ｘ ト ン で す 。  
」 と 、 そ の 音 声 デ ー タ （ 例 え ば 、 さ い だ い つ り か じ ゅ う は じ ゅ う は ち と ん ） と を ユ ー ザ デ  
バ イ ス ２ に 対 し て 送 信 す る 。
ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 供 給 さ れ た 回 答 テ キ ス ト デ ー タ 「 最 大 吊 り 荷 重 は Ｘ Ｘ Ｘ ト ン で す 。  
」 を 、 自 身 の 表 示 画 面 ２ Ｓ に お い て 、 文 字 列 画 像 ２ １ ２ と し て 表 示 し 、 音 声 デ ー タ （ さ い  
だ い つ り か じ ゅ う は 、 じ ゅ う は ち と ん で す ） を ス ピ ー カ か ら 音 声 と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ３ は 、 記 憶 部 ５ １ に 書 き 込 ま れ て 記 憶 さ れ て い る ク レ ー ン 仕 様 テ ー ブ ル の 一 例 を 示 す 図  
で あ る 。 上 述 し た よ う に 、 記 憶 部 ５ １ に は 、 メ ー カ ー 及 び ク レ ー ン の 種 別 の 各 々 に 対 応 し  
た 複 数 の ク レ ー ン り 仕 様 テ ー ブ ル が 記 憶 さ れ て い る 。 図 ３ は 、 一 例 と し て の ク レ ー ン の 種  
別 と し て ２ ５ ｔ （ ト ン ） ラ フ タ ー ク レ ー ン に 対 応 し た ク レ ー ン 仕 様 テ ー ブ ル で あ る 。
レ コ ー ド 毎 に 、 ブ ー ム （ す な わ ち 、 ク レ ー ン に 搭 載 さ れ 、 先 端 に 資 材 を 吊 り 下 げ る 機 構 を  
有 す る 棒 状 の 構 造 物 ） の 長 さ の 各 々 に 対 応 す る 作 業 半 径 が 示 さ れ て い る 。 作 業 半 径 （ 最 大  
作 業 半 径 ） と し て は 、 例 え ば 、 ２ ． ５ ｍ か ら １ １ ｍ ま で 、 １ ｍ 単 位 で 示 さ れ て お り 、 そ れ  
ぞ れ に 対 応 す る 吊 り 荷 重 （ 最 大 吊 り 荷 重 ） が 示 さ れ て い る 。
例 え ば 、 レ コ ー ド ２ ２ ０ に お い て は 、 作 業 半 径 ６ ｍ に お け る 吊 り 荷 重 の 各 々 が 示 さ れ て い  
る 。 ９ ． ５ ｍ の ブ ー ム の 場 合 、 吊 り 荷 重 が １ ６ ． ３ ト ン で あ り 、 １ ６ ． ５ ｍ の ブ ー ム の 場  
合 、 吊 り 荷 重 が １ ４ ． ５ ト ン で あ り 、 ２ ３ ． ５ ｍ の ブ ー ム の 場 合 、 １ １ ． ２ ト ン で あ り 、  
３ ０ ． ５ ｍ の ブ ー ム の 場 合 、 ７ ト ン と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 図 ２ に お い て は 、 ブ ー ム の 長 さ に つ い て は 、 省 略 し て い る が 、 実 際 に は チ ャ ッ ト が  
ユ ー ザ か ら 取 得 す る 操 作 関 連 デ ー タ に 含 ま れ て い る 。
ま た 、 ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ は 、 回 答 テ キ ス ト デ ー タ と と も に 、 図 ３ に 示 す ク レ ー ン  
仕 様 テ ー ブ ル の 画 像 デ ー タ を 操 作 支 援 デ ー タ に 含 め て 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ に 送 信 す る  
構 成 と し て も よ い 。
こ の 場 合 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 回 答 テ キ ス ト デ ー タ と 、 回 答 テ キ ス ト デ ー タ に 対 応  
す る 音 声 デ ー タ と と も に 、 ク レ ー ン 仕 様 テ ー ブ ル の 画 像 デ ー タ を ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 送 信  
す る 。
ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 音 声 デ ー タ を 音 声 と し て 出 力 す る と と も に 、 回 答 テ キ ス ト デ ー タ と  
ク レ ー ン 仕 様 テ ー ブ ル と を 、 表 示 画 面 ２ Ｓ に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ４ は 、 本 実 施 形 態 に よ る コ ン ク リ ー ト 打 設 支 援 シ ス テ ム の 打 設 の 可 否 を ユ ー ザ に 示 す 支  
援 処 理 の 動 作 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 こ の と き 、 ユ ー ザ は ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に お  
い て 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 支 援 シ ス テ ム に よ る ク レ ー ン の 操 作 を 確 認 す る た め の ア プ リ ケ ー  
シ ョ ン を 起 動 し て い る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ： ユ ー ザ は 、 ラ フ タ ー ク レ ー ン で 資 材 を 移 動 さ せ る 際 、 最 大 作 業 半 径 が  
何 メ ー ト ル か 、 あ る い は 最 大 吊 り 荷 重 が 何 ト ン か を 確 認 す る た め 、 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 対  
し て 発 生 す る 。
例 え ば 、 ユ ー ザ が △ ト ン の 資 材 を 移 動 さ せ る 際 、 移 動 さ せ る 場 所 ま で ラ フ タ ー ク レ ー ン の  
ブ ー ム が 届 く か 否 か を 確 認 す る た め 、 使 用 し よ う と し て る ラ フ タ ー ク レ ー ン の 最 大 作 業 半  
径 を 確 認 す る た め 、 「 ２ ５ ト ン ラ フ タ ー ク レ ー ン の 最 大 作 業 半 径 は ？ 」 を 、 ユ ー ザ デ バ イ  
ス ２ に 対 し て 発 生 す る 。
そ し て 、 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 「 ２ ５ ト ン ラ フ タ ー ク レ ー ン の 最 大 作 業 半 径 は ？ 」 の 音 声  
デ ー タ を 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ に 対 し て 送 信 す る 。
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 音 声 デ ー タ を 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 ２ ５ ト ン ラ フ タ ー ク レ ー ン  
の 最 大 作 業 半 径 は ？ 」 に 変 換 し て 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ に 対 し て 送 信 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
一 方 、 ユ ー ザ が 所 定 の 位 置 に 資 材 を 移 動 さ せ る 際 、 ラ フ タ ー ク レ ー ン が 何 ト ン の 荷 重 ま で  
吊 り 下 げ ら れ る か （ す な わ ち 、 移 動 さ せ る 資 材 を 吊 り 下 げ ら れ る か ） 否 か を 確 認 す る た め  
、 「 ２ ５ ト ン ラ フ タ ー ク レ ー ン の 最 大 吊 り 荷 重 は ？ 」 を 、 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 対 し て 発 生  
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す る 。
そ し て 、 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 「 ２ ５ ト ン ラ フ タ ー ク レ ー ン の 最 大 吊 り 荷 重 は ？ 」 の 音 声  
デ ー タ を 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ に 対 し て 送 信 す る 。
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 音 声 デ ー タ を 質 問 テ キ ス ト デ ー タ 「 ２ ５ ト ン ラ フ タ ー ク レ ー ン  
の 最 大 吊 り 荷 重 は ？ 」 に 変 換 し て 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ に 対 し て 送 信 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ ： チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 供 給 さ れ る 質 問 テ キ ス ト デ ー タ が 「 ２ ５ ト ン ラ  
フ タ ー ク レ ー ン の 最 大 作 業 半 径 は ？ 」 の 場 合 、 自 然 言 語 処 理 に よ り ユ ー ザ の 確 認 項 目 が 最  
大 作 業 半 径 で あ る こ と を 認 識 す る 。
こ の と き 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 最 大 作 業 半 径 を 求 め る た め に 必 要 な 操 作 関 連 デ ー タ と し  
て 、 ク レ ー ン の メ ー カ ー 及 び 吊 り 荷 重 を 取 得 す る た め 、 処 理 を ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ Ａ へ 進 め  
る 。
一 方 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 供 給 さ れ る 質 問 テ キ ス ト デ ー タ が 「 ２ ５ ト ン ラ フ タ ー ク レ ー  
ン の 最 大 作 業 半 径 は ？ 」 の 場 合 、 自 然 言 語 処 理 に よ り ユ ー ザ の 確 認 項 目 が 最 大 作 業 半 径 で  
あ る こ と を 認 識 す る 。
こ の と き 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 最 大 作 業 半 径 を 求 め る た め に 必 要 な 操 作 関 連 デ ー タ と し  
て 、 ク レ ー ン の メ ー カ ー 及 び 吊 り 荷 重 を 取 得 す る た め 、 処 理 を ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ Ａ へ 進 め  
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ Ａ ： チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 図 ２ （ ａ ） で 説 明 し た 処 理 （ 文 字 列 画 像 ２ ０  
２ 及 び 文 字 列 画 像 ２ ０ ３ に 対 応 ） に よ り 、 ２ ５ ト ン ラ フ タ ー ク レ ー ン で 移 動 さ せ る 資 材 の  
荷 重 を 取 得 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ Ａ ： チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 図 ２ （ ａ ） で 説 明 し た 処 理 （ 文 字 列 画 像 ２ ０  
４ 及 び 文 字 列 画 像 ２ ０ ５ に 対 応 ） に よ り 、 ２ ５ ト ン ラ フ タ ー ク レ ー ン の メ ー カ ー の 情 報 （  
例 え ば 、 メ ー カ ー 名 ） を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ Ａ ： チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 質 問 ワ ー ド で あ る 「 最 大 作 業 半 径 」 と 、 操 作  
関 連 デ ー タ に お け る ク レ ー ン の 種 別 で あ る 「 ２ ５ ト ン ラ フ タ ー ク レ ー ン 」 、 吊 り 荷 重 の デ  
ー タ 「 △ ト ン 」 及 び メ ー カ ー 名 「 〇 〇 〇 」 を 、 ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ に 送 信 す る 。
そ し て 、 ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ は 、 ク レ ー ン の 種 別 及 び メ ー カ ー 名 に 対 応 し た ク レ ー  
ン 仕 様 テ ー ブ ル を 記 憶 部 ５ １ の テ ー ブ ル 群 か ら 検 索 す る 。
ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ は 、 検 索 し た ク レ ー ン 仕 様 テ ー ブ ル を 参 照 し 、 吊 り 荷 重 に 対 応  
す る （ 最 大 吊 り 荷 重 の 範 囲 内 ） に お け る 最 大 作 業 半 径 を 抽 出 す る （ こ の と き 、 説 明 は 省 略  
し て い る が 、 ブ ー ム の 種 類 （ 長 さ ） も 操 作 関 連 デ ー タ と し て 取 得 し て い る ） 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ Ａ ： ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ は 、 ユ ー ザ の 確 認 項 目 に 対 す る 操 作 支 援  
デ ー タ と し て 、 質 問 ワ ー ド の 「 最 大 作 業 半 径 」 と 、 最 大 作 業 半 径 の デ ー タ 「 ◇ ◇ ◇ ｍ 」 を  
、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ に 対 し て 送 信 す る 。
こ れ に よ り 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 質 問 ワ ー ド の 「 最 大 作 業 半 径 」 と 、 最 大 作 業 半 径 の デ  
ー タ 「 ◇ ◇ ◇ ｍ 」 と が 供 給 さ れ た 場 合 、 自 然 言 語 処 理 に よ り 、 回 答 テ キ ス ト デ ー タ 「 最 大  
作 業 半 径 は 、 ◇ ◇ ◇ ｍ で す 。 」 を 生 成 し 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ に 対 し て 送 信 す る 。
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 回 答 テ キ ス ト デ ー タ を 、 音 声 合 成 に よ り 音 声 デ ー タ に 変 換 し 、  
回 答 テ キ ス ト デ ー タ 及 び こ の 回 答 テ キ ス ト デ ー タ の 音 声 信 号 と を 、 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 対  
し て 送 信 す る 。
そ し て 、 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 回 答 テ キ ス ト デ ー タ 「 最 大 作 業  
半 径 は 、 ◇ ◇ ◇ ｍ で す 。 」 を 表 示 画 面 ２ Ｓ に 表 示 す る （ 文 字 列 画 像 ２ ０ ６ に 対 応 ） と と も  
に 、 音 声 デ ー タ に 対 応 し た 音 声 に よ り 、 ユ ー ザ の 質 問 に 対 応 し た 回 答 を 通 知 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ Ｂ ： チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 図 ２ （ ｂ ） で 説 明 し た 処 理 （ 文 字 列 画 像 ２ ０  
８ 及 び 文 字 列 画 像 ２ ０ ９ に 対 応 ） に よ り 、 ２ ５ ト ン ラ フ タ ー ク レ ー ン で 資 材 を 移 動 さ せ る  
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距 離 （ 作 業 半 径 ） の デ ー タ を 取 得 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ Ｂ ： チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 図 ２ （ ｂ ） で 説 明 し た 処 理 （ 文 字 列 画 像 ２ １  
０ 及 び 文 字 列 画 像 ２ １ １ に 対 応 ） に よ り 、 ２ ５ ト ン ラ フ タ ー ク レ ー ン の メ ー カ ー の 情 報 （  
例 え ば 、 メ ー カ ー 名 ） を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ Ｂ ： チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 質 問 ワ ー ド で あ る 「 最 大 吊 り 荷 重 」 と 、 操 作  
関 連 デ ー タ に お け る ク レ ー ン の 種 別 で あ る 「 ２ ５ ト ン ラ フ タ ー ク レ ー ン 」 、 作 業 半 径 の デ  
ー タ 「 □ ト ン 」 及 び メ ー カ ー 名 「 〇 〇 〇 」 を 、 ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ に 送 信 す る 。
そ し て 、 ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ は 、 ク レ ー ン の 種 別 及 び メ ー カ ー 名 に 対 応 し た ク レ ー  
ン 仕 様 テ ー ブ ル を 記 憶 部 ５ １ の テ ー ブ ル 群 か ら 検 索 す る 。
ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ は 、 検 索 し た ク レ ー ン 仕 様 テ ー ブ ル を 参 照 し 、 作 業 半 径 に 対 応  
す る （ 最 大 作 業 半 径 の 範 囲 内 ） に お け る 最 大 吊 り 荷 重 を 抽 出 す る （ こ の と き 、 説 明 は 省 略  
し て い る が 、 ブ ー ム の 種 類 （ 長 さ ） も 操 作 関 連 デ ー タ と し て 取 得 し て い る ） 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ Ｂ ： ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ は 、 ユ ー ザ の 確 認 項 目 に 対 す る 操 作 支 援  
デ ー タ と し て 、 質 問 ワ ー ド の 「 最 大 吊 り 荷 重 」 と 、 最 大 吊 り 荷 重 の デ ー タ 「 Ｘ Ｘ Ｘ ｔ 」 を  
、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ に 対 し て 送 信 す る 。
こ れ に よ り 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 質 問 ワ ー ド の 「 最 大 吊 り 荷 重 」 と 、 最 大 吊 り 荷 重 の デ  
ー タ 「 Ｘ Ｘ Ｘ ｔ 」 と が 供 給 さ れ た 場 合 、 自 然 言 語 処 理 に よ り 、 回 答 テ キ ス ト デ ー タ 「 最 大  
吊 り 荷 重 は 、 Ｘ Ｘ Ｘ ｔ で す 。 」 を 生 成 し 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ に 対 し て 送 信 す る 。
ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ は 、 回 答 テ キ ス ト デ ー タ を 、 音 声 合 成 に よ り 音 声 デ ー タ に 変 換 し 、  
回 答 テ キ ス ト デ ー タ 及 び こ の 回 答 テ キ ス ト デ ー タ の 音 声 信 号 と を 、 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ に 対  
し て 送 信 す る 。
そ し て 、 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 回 答 テ キ ス ト デ ー タ 「 最 大 吊 り  
荷 重 は 、 Ｘ Ｘ Ｘ ｔ で す 。 」 を 表 示 画 面 ２ Ｓ に 表 示 す る （ 文 字 列 画 像 ２ １ ２ に 対 応 ） と と も  
に 、 音 声 デ ー タ に 対 応 し た 音 声 に よ り 、 ユ ー ザ の 質 問 に 対 応 し た 回 答 を 通 知 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
上 述 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 現 場 の 技 術 者 が ク レ ー ン に よ る 資 材 の 移 動 作 業 に  
お い て 、 資 材 の 荷 重 に 対 す る 作 業 半 径 と し て の 最 大 作 業 半 径 、 逆 に 作 業 半 径 に 対 す る 吊 り  
上 げ 可 能 荷 重 と し て の 最 大 作 業 半 径 の 情 報 を 取 得 す る こ と が 可 能 と な り 、 ク レ ー ン に よ る  
資 材 の 移 動 の 作 業 に 経 験 が 少 な い 技 術 者 で も 、 資 材 を 移 動 さ せ る 際 に 、 移 動 さ せ る 資 材 を  
吊 り 上 げ る こ と が 可 能 か 、 ま た 、 資 材 を 所 定 の 場 所 に 移 動 さ せ る こ と が 可 能 か な ど の 確 認  
を 容 易 と し 、 ク レ ー ン の 吊 り 上 げ 作 業 の 効 率 を 上 げ る こ と が で き る 。
ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 現 場 の 技 術 者 が ク レ ー ン に よ る 資 材 の 移 動 作 業 に お い て 、 ク  
レ ー ン の 仕 様 書 を 確 認 す る こ と が で き な い （ 例 え ば 、 作 業 中 で 手 を 使 用 す る こ と が で き な  
い ） 状 況 に お い て も 、 資 材 の 荷 重 に 対 す る 作 業 半 径 と し て の 最 大 作 業 半 径 、 逆 に 作 業 半 径  
に 対 す る 吊 り 上 げ 可 能 荷 重 と し て の 最 大 作 業 半 径 の 情 報 を 容 易 に 取 得 す る こ と が 可 能 と な  
り 、 ク レ ー ン の 吊 り 上 げ 作 業 の 効 率 を 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 ５ は 、 ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム が ユ ー ザ デ バ イ ス ２ の 表 示 画 面 ２ Ｓ に 最 大 作 業 半  
径 を 表 示 す る 一 例 で あ る 。
ユ ー ザ が 現 場 の 図 面 上 に お け る 最 大 作 業 半 径 を 示 す こ と を 要 求 す る 場 合 、 チ ャ ッ ト サ ー バ  
４ は 、 現 場 の 図 面 を 取 得 す る た め の 現 場 を 識 別 す る た め の 識 別 情 報 （ 住 所 、 工 事 名 ） な ど  
の 情 報 を 、 図 ２ に 示 す 対 話 に よ り 取 得 す る 。
そ し て 、 ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ は 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ か ら 供 給 さ れ る 上 記 識 別 情 報 に  
よ り 、 現 場 の 図 面 を 所 定 の サ ー バ よ り 取 得 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
こ れ に よ り 、 ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ は 、 現 場 の 図 面 を チ ャ ッ ト サ ー バ ４ 及 び ア シ ス タ  
ン ト サ ー バ ３ を 介 し て 、 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ へ 送 信 す る 。
ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 表 示 画 面 ２ Ｓ に 対 し て 現 場 の 図 面 を 表 示 し 、 ク レ ー ン の 位 置 の 入 力  
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を ユ ー ザ に 対 し て 促 す 。
そ し て 、 ユ ー ザ は 、 ユ ー ザ デ バ イ ス ２ の 表 示 画 面 ２ Ｓ に 表 示 さ れ て い る 現 場 の 図 面 上 に お  
い て 、 ク レ ー ン の 配 置 さ れ て い る 位 置 を 指 な ど で タ ッ チ す る 。
ユ ー ザ デ バ イ ス ２ は 、 ユ ー ザ で タ ッ チ し た 位 置 を 中 心 と し て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 最 大 作  
業 半 径 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
図 ６ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 す 概 略  
構 成 図 で あ る 。 図 １ の ク レ ー ン 操 作 確 認 支 援 シ ス テ ム に さ ら に 備 え ら れ た 構 成 と な っ て い  
る 。
文 書 検 索 サ ー バ ７ は 、 ユ ー ザ の 質 問 が ク レ ー ン の 最 大 作 業 半 径 や 最 大 吊 り 荷 重 に 対 し て な  
ど で は な く 、 ク レ ー ン の 操 作 の 方 法 や 言 葉 の 意 味 な ど の 検 索 を 行 う 。
ユ ー ザ が ク レ ー ン の 操 作 の 方 法 や 言 葉 の 意 味 な ど を 知 り た い 場 合 、 例 え ば 、 「 〇 〇 〇 社 の  
２ ５ ト ン の ラ フ タ ー ク レ ー ン の ブ ー ム に は ど ん な 種 類 が あ る の ？ 」 の 質 問 を 音 声 で 行 っ た  
場 合 、 ア シ ス タ ン ト サ ー バ ３ が 音 声 の テ キ ス ト 化 を 行 い 、 チ ャ ッ ト サ ー バ ４ が 自 然 言 語 処  
理 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
チ ャ ッ ト サ ー バ ４ は 、 ユ ー ザ の 質 問 が ク レ ー ン の 最 大 作 業 半 径 や 最 大 吊 り 荷 重 と 認 識 し た  
場 合 、 質 問 ワ ー ド や 操 作 関 連 情 報 を ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ に 送 信 し 、 一 方 、 ク レ ー ン  
の 操 作 の 方 法 や 言 葉 の 意 味 と 認 識 し た 場 合 、 質 問 ワ ー ド を 文 書 検 索 サ ー バ ７ へ 送 信 す る 。
ク レ ー ン 操 作 支 援 サ ー バ ５ は 、 す で に 説 明 し た よ う に 、 最 大 作 業 半 径 や 最 大 吊 り 荷 重 の 抽  
出 を 行 う 。
一 方 、 文 書 検 索 サ ー バ ７ は 、 ク レ ー ン の 操 作 の 方 法 や 言 葉 の 意 味 の 検 索 を 、 ウ ェ ブ 上 の 所  
定 の 検 索 サ イ ト に よ っ て 行 う 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
２ … ユ ー ザ デ バ イ ス   ３ … ア シ ス タ ン ト サ ー バ   ４ … チ ャ ッ ト サ ー バ   ５ … ク レ ー ン 操 作  
支 援 サ ー バ   ６ … 情 報 通 信 網   ７ … 文 書 検 索 サ ー バ   ５ １ … 記 憶 部
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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